
平成25年度 藤崎宮秋季例大祭 第35回奉納

お問い合わせ  九学会S41回実行委員会事務局  榊（さかき） 090-8915-1433

平成25年度藤崎宮秋季例大祭第35回奉納祭九学会S41回実行委員会では、
ご覧の様々なオリジナルグッズの販売を致しております。
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４
月
19
日
㈮
６
時
半
か

ら
、
熊
本
ホ
テ
ル
キ
ャ
ッ

ス
ル
に
お
い
て
、
２
０
１

３
年
度
九
州
学
院
同
窓
会

定
期
総
会
と
懇
親
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
遠
く
は

東
京
か
ら
の
参
加
者
も
あ

り
、
約
６
０
０
名
に
及
び

ま
し
た
。

開
会
に
先
立
ち
、
今
や

名
実
、
人
気
と
も
に
上
昇

中
の
九
州
学
院
チ
ア
ダ

ン
ス
部
ミ
リ
ア
ム
ズ
の

元
気
は
つ
ら
つ
と
し
た
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
行
わ

れ
、
会
場
の
同
窓
生
を
魅

了
し
ま
し
た
。

総
会
で
は
２
０
１
２

年
度
の
活
動
報
告
、
決
算

報
告
、
監
査
報
告
の
後
、

２
０
１
３
年
度
活
動
計

画
、
収
支
予
算
案
な
ど
が

審
議
さ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
行
な
わ
れ
た
懇

親
会
は
、
吉
田
佐
知
子
氏

（
Ｓ
53
回
）
が
司
会
を
務

め
、
藤
島
孝
信
実
行
委
員

長
（
Ｓ
20
回
）、
内
村
公

春
院
長
ら
の
挨
拶
の
後
、

青
山
正
志
副
実
行
委
員
長

の
乾
杯
の
発
声
で
始
ま
り

ま
し
た
。
教
職
員
、
若
手

の
会
の
役
員
、「
祭
九
学

会
」
役
員
（
Ｓ
41
回
）
な

ど
の
紹
介
も
あ
り
、
会
場

は
終
始
和
や
か
な
ム
ー
ド

の
中
、
お
互
い
の
近
況
報

告
や
昔
話
な
ど
で
大
い
に

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
最

後
に
堤
健
太
氏（
Ｓ
52
回
）

が
エ
ー
ル
を
き
り
、
参
加

者
全
員
で
九
州
学
院
校
歌

を
声
高
ら
か
に
斉
唱
、
後

藤
憲
二
副
実
行
委
員
長

（
Ｓ
40
回
）
の
締
め
の
万

歳
三
唱
の
音
頭
で
お
開
き

と
な
り
ま
し
た
。

今
回
は
５
と
０
の
つ
く

担
当
学
年
の
幹
事
が
準
備

に
あ
た
り
、
当
日
ま
で
何

度
も
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
重

ね
て
き
ま
し
た
。
次
回
の

大
同
窓
会
は
１
と
６
の
付

く
卒
業
回
の
担
当
と
な
り

ま
す
。
さ
ら
な
る
盛
会
と

な
り
ま
す
よ
う
、
皆
様
の

ご
協
力
を
宜
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。

２
０
１
２
年
度
の
同
窓

会
活
動
は
、
大
同
窓
会
を

昨
年
４
月
28
日
㈯
熊
本
全

日
空
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
ス
カ

イ
に
て
開
く
こ
と
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

岡
嶋
勇
治
実
行
委
員
長

（
Ｓ
14
）を
中
心
に
４
と
９
の

つ
く
回
で
実
行
委
員
会
を

組
織
し
、積
極
的
に
働
き

か
け
た
結
果
、成
功
裏
に

終
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

同
窓
会
活
動
を
活
性
化

す
る
為
に
、
若
い
同
窓
生

の
参
加
を
ど
の
よ
う
に
図

っ
て
い
く
か
と
の
問
題
提

起
が
あ
り
、
数
回
の
会
議

を
重
ね
て
本
年
の
１
月
18

日
㈮
、「
若
手
の
会
」を
熊

本
交
通
セ
ン
タ
ー
ホ
テ
ル

飾
馬
奉
納
九
学
会
は

第
34
回
目
の
奉
納
を
無
事

に
終
え
る
事
が
出
来
ま
し

た
。
こ
れ
も
一
重
に
先
輩

方
の
お
力
添
え
と
、
ご
協

力
頂
い
た
方
々
の
お
陰
だ

と
Ｓ
40
回
実
行
委
員
一
同

心
よ
り
感
謝
致
し
て
お
り

ま
す
。

平
成
12
年
度
の
九
学

会
は
、
創
立
百
周
年
後
の

百
一
周
年
と
言
う
こ
と
で

「
一
新
紀
元
」
を
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
掲
げ
ま
し
た
。
先

輩
方
が
こ
れ
ま
で
培
っ
て

こ
ら
れ
た
九
学
会
の
伝
統

を
引
き
継
ぎ
、
こ
の
思
い

が
5
年
10
年
、
百
年
と
後

輩
達
に
繋
が
る
こ
と
を
切

に
願
い
な
が
ら
準
備
に
あ

た
り
ま
し
た
。

今
年
は
若
手
の
会
も

発
足
し
、
益
々
九
学
会
も

盛
り
上
が
っ
て
い
く
事
で

し
ょ
う
。

今
年
の
Ｓ
41
回
の

実
行
委
員
会
も
少
し

ず
つ
ま
と
ま
っ
て
き

て
お
り
ま
す
の
で
、

昨
年
同
様
ご
協
力
宜

し
く
お
願
い
致
し
ま

す
。最

後
に
な
り
ま
す

が
、
こ
の
歳
に
な
っ

て
久
し
ぶ
り
に
同
級

生
と
再
会
し
、
九
学

会
な
ら
で
は
の
一
丸

と
な
っ
て
成
し
遂
げ

る
感
動
と
喜
び
を
味

わ
う
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。
Ｓ
40
回
実
行
委
員

会
の
皆
さ
ん
、
ほ
ん
と
う

に
お
疲
れ
様
で
し
た
。
そ

し
て
あ
り
が
と
う
。

先日の九州学院大同窓会の折に、小崎義
昭先生より東京九学会の東九通信（2013年
4月8日号）をいただきました。この中に恩
師上野輝彌先生（動物学博士・国立科学博
物館名誉研究員）の「九州学院で人生が決

まった」というタイトルの記事が掲載されていて、大変懐かしく
感銘深く読みました。私の人生も「九州学院中学校で上野先
生に出会って決まった」と思っているからです。

昭和29年に九州学院中学校に入学し、理科を上妻博之先
生と上野先生に習いました。上妻先生は大変厳しい先生で、
植物学の授業は大学の教養程度の高度なものだったように思
います。上野先生は熊本大学教育学部を卒業されて九学に来
られた、大変やさしい先生でした。小学校時代に江津湖や浮
島で魚を取って遊び、魚に興味を持っていましたので、上野先
生のお言葉に従い、九州学院生物部に入部しました。高校に
は浦川朋司（Ｓ8回）先輩らがおられ、中学生だった私を大変
可愛がってくださいました。生物部ではほとんど上野先生にご
指導いただき、また先生がテーマにしておられたドジョウ血液
中の赤血球の季節的変動についての研究のお手伝いをさせて
いただく機会がありました。中学３年生のとき、上野先生は新た
な研究のために米国ミシガン大学に留学されました。

九州学院高校卒業後、私は鹿児島大学水産学部に入学し、
その後九州大学農学部水産学科の修士課程および博士課程
に進学しました。上野先生との再会は、昭和42年に福岡で日
本魚類学会が開催されたときでした。10年ぶりにお会いしたと
き、私が大学院で魚の研究をしていることを大変喜んでくださ
いました。

博士課程終了後、私は熊本大学教育学部に奉職しましたが、
大学での研究においても上野先生からご指導をいただきまし
た。今日私があるのも、九州学院で上野先生との出会いがあっ
たおかげと、深く感謝しております。

祝・祭
九
学
会一〇一周
年

新
た
な
る
時
代
の
始
ま
り
後 

藤  

憲 

二 

（
Ｓ
40
回
）

２
０
１
２
同
窓
会
活
動
総
括

に
て
開
催
し

ま
し
た
。

メ
ー
ル
や

フ
ェ
イ
ス
ブ

ッ
ク
を
駆
使

し
、
参
加
を

呼
び
か
け
た

結
果
、
約
３

４
０
名
の
参

加
が
あ
り
ま

し
た
。

九
学
若
手

の
会
は
Ｓ
34

回
以
下
で
組

織
さ
れ
、
松

永
修
尚
氏

（
Ｓ
34
回
）が

会
長
に
選
ば

れ
ま
し
た
。

５
月
７
日
㈫
、
九
州

学
院
会
議
室
に
お
い
て
九

州
学
院
同
窓
会
の
育
英
奨

学
委
員
会
に
よ
る
奨
学
金

の
授
与
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。こ

の
制
度
は
１
９
８
１

年
の
創
立
70
周
年
記
念
事

業
の
一
環
と
し
て
九
州
学

院
同
窓
会
が
は
じ
め
た
も

の
で
、
奨
学
生
Ａ
で
合
格

し
た
授
業
料
免
除
の
生
徒

た
ち
に
、
同
窓
会
か
ら
毎

月
１
万
円
（
寮
・
下
宿
生

は
２
万
円
）
が
贈
ら
れ
る

も
の
で
す
。
育
英
奨
学
基

金
は
同
窓
生
有
志
の
善
意

に
よ
る
も
の
で
、
奨
学
生

へ
の
激
励
の
気
持
ち
が
こ

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
年
度
の
奨
学
生
は
新

入
生
を
含
め
て
中
学
、
高

校
生
47
名
と
な
っ
て
お

り
、
こ
の
日
は
吉
岡
同
窓

会
育
英
奨
学
委
員
長
が
激

励
の
言
葉
を
述
べ
、
生
徒

一
人
一
人
に
奨
学
金
を
手

渡
し
ま
し
た
。
６
月
以
降

は
本
人
が
事
務
室
窓
口
で

受
け
取
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

ま
た
、
九
州
学
院
で
は

奨
学
生
制
度
の
ほ
か
に
、

入
学
後
に
好
成
績
を
残
し

て
い
る
学
年
の
上
位
１
～

２
名
に
対
し
、
給
費
生
制

度
（
授
業
料
免
除
）
も
設

け
て
い
ま
す
。

2013大同窓会を盛大に開催

窓
会
」
で
検
索
し
て
頂
き

ま
す
よ
う
、
同
窓
生
の
皆

様
の
ア
ク
セ
ス
を
お
待
ち

致
し
て
お
り
ま
す
。

同
窓
会
事
務
局
長

岩
永
良
之
（
Ｓ
23
）
記

同
窓
会
育
英
奨
学
金
授
与

今
年
の
奨
学
生
は
中
高
で
47
名

〜若手も急増！参加者約600名〜

上野輝彌先生への思い
九州学院同窓会 副会長  浅川牧夫（S12回卒）

そ
の
他
の
同
窓
会
活
動

と
し
て
は
次
の
通
り
で
す
。

①
今
春
高
校
を
卒
業
す

る
新
入
会
員
の
ク
ラ
ス
幹

事
、
３
年
生
担
任
の
先
生

方
と
同
窓
会
役
員
、
事
務

局
と
の
懇
親
昼
食
会
を
２

月
に
開
催
。

②
各
支
部
に
例
年
通
り

通
信
費
の
補
助
を
実
施
。

③
同
窓
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
充
実
。

今
年
度
も
新
卒
業
生
か

ら
10
年
会
費
の
納
入
に
ご

協
力
頂
き
ま
し
た
。

同
窓
会
活
動
報
告
と
し

て
、
会
報
の
発
行
を
し
て

い
ま
す
が
、
情
報
発
信
の

場
と
し
て
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
充
実
に
も
努
め
て
い
ま

す
。各

地
の
同
窓
会
の
行
事

案
内
、
報
告
な
ど
随
時
更

新
し
て
い
ま
す
。

是
非
、「
九
州
学
院
同

上野輝彌博士（うえのてるや）（Ｓ1回卒）プロフィール
1930 年生まれ。熊本大学を卒業後、母校九州学院で 3 年間
生物を教え、その後渡米してミシガン大学大学院で博士号取得。
帰国後、ルーテル神学大学を経て、長年国立科学博物館に勤
務。現在は同館の名誉研究員、城西国際大学院招聘教授。著書
に「シーラカンス はるかな古生代の証人」などがある。

〜
若
手
の
会
を
発
足
〜
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九
州
学
院
同
窓
会
の
東

京
九
学
会
の
若
手
の
会
・

Ｋ
Ｇ
会
の
代
表
が
島
本
誠

代
表
か
ら
永
谷
隆
吏
氏

（
Ｓ
39
回
）
に
引
き
継
が

れ
ま
し
た
。

Ｋ
Ｇ
会
は
今
年
で
設
立

７
年
目
を
迎
え
、
若
手
の

会
員
を
増
や
し
東
京
九
学

会
の
充
実
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
お
り
、「
実

績
に
恥
じ
な
い
よ
う
、
先

ず
は
新
卒
者
を
歓
迎
す
る

企
画
部
会
と
し
て
確
立
さ

7
月
6
日
に
Ｋ
Ｇ
会

東
京
九
学
会

ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
を
開
催

関
西
支
部

各地の同窓会
３月10日　宇土支部
３月24日　小国郷九学会
５月３日　荒尾玉名支部（地引網）
６月１日　関西支部（予定）
６月22日　八代九学会（予定）
７月６日　東京KG会（予定）

4
月
28
日
よ
り
二
日
間
、

合
志
顧
問
、
谷
田
副
会
長

の
企
画
及
び
幹
事
に
よ
り

12
名
が
集
ま
り
、
温
泉
旅

３
月
３
日
、
燦
々
会
の

吉
無
田
春
男
氏
以
下
５
名

の
同
窓
生
が
、
九
州
学
院

の
キ
ャ
ン
パ
ス
に
あ
る「
百

周
年
記
念 

歴
史
資
料
・
情

報
セ
ン
タ
ー
」
を
訪
問
し

ま
し
た
。
吉
無
田
氏
は
東

京
、ロ
ー
マ
五
輪
水
泳（
バ

タ
フ
ラ
イ
）
日
本
代
表
で

二
大
会
の
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム

を
母
校
に
寄
付
し
て
い
ま

す
。こ
の
日
、懐
か
し
の
ユ

ニ
フ
ォ
ー
ム
と
久
々
の

対
面
と
な
り
、
一
緒
に
訪

れ
た
仲
間
た
ち
と
当
時
の

思
い
出
な
ど
を
懐
か
し
そ

昭
和
33
年
に
九
州
学
院

を
卒
業
し
た
、
Ｓ
10
回
の

同
窓
会
は
「
燦
々
会
（
さ

ん
さ
ん
か
い
）」
と
名
付

け
、
語
呂
合
わ
せ
で
毎
年

３
月
３
日
に
懇
親
会
を
開

い
て
い
ま
す
。
鶴
屋
百
貨

う
に
語
り
合
っ
て
い
ま
し

た
。

店
の
本
田
一
会
長
も
そ
の

メ
ン
バ
ー
の
一
人
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
場
所
は
毎
年

同
店
の
宴
会
場
と
な
っ
て

い
ま
す
。

今
年
も
３
月
３
日
㈰

に
、
遠
く
は
関
東
や
四
国

な
ど
か
ら
も
メ
ン
バ
ー
が

集
ま
り
夜
に
盛
大
に
懇
親

会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

高校を卒業（Ｓ18回）して47年が経ちました。高校・大学
時代はバスケットを中心とした生活、大学を卒業すると商社
に入社。高度経済成長の真只中で毎日企業戦士として国内・
東南アジアを走り回りアッという間に時間が過ぎました。

企業戦士を卒業して多少の時間的な余裕ができ何か社会
に貢献できないかと思い、2009年に会社時代の仲間とＮＰＯ
を立ち上げラオスで植林活動をしています。

焼畑林業後の土地を活用して、カシの木に似た、“マイテ
イウ”を植林し、二酸化炭素削減の効果と燃料としての備長
炭作りの総合メリットを目指して活動しています。
“マイテイウ”は４〜５年すれば成木になるために、ラオス

人の雇用創出、安定住・安定した暮らしが可能になり、子ど
もたちは働きにいかずに学校で勉強ができ安定した循環型社
会が構築できるようになりました。

これも高校時代にバスケットボールで培った体力・気力と
相手のことを大事にする“敬天愛人”の精神の基に、ラオス

と人的交流が出
来たからでしょう。
まだまだ、貧しい
国ですがいくらか
でもラオスのた
めに貢献できれ
ばと思い、当分
の間、ラオスで
汗を流して行こう
と思います。

“敬天愛人”の精神を基に
NPOラオス国薪炭林造成協会  羽山義明（Ｓ18回）

せ
た
い
」
と
、
新
代
表
は

抱
負
を
述
べ
て
い
ま
す
。

今
年
は
７
月
６
日
㈯
に

東
京
湾
ク
ル
ー
ズ
の
後
、

浅
草
に
て
歓
迎
会
を
企
画

し
て
い
ま
す
。
新
卒
や
若

い
方
々
は
も
と
よ
り
、
諸

先
輩
方
に
は
、
ご
家
族
と

い
っ
し
ょ
に
ク
ル
ー
ズ
か

ら
の
参
加
を
お
願
い
し
ま

す
。
懇
親
会
だ
け
の
参
加

も
可
能
で
す
が
、
上
京
し

不
安
を
抱
え
た
若
き
新
卒

の
学
生
を
温
か
く
迎
え
て

く
だ
さ
る
方
々
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

〈
お
問
い
合
わ
せ
先
〉

Ｋ
Ｇ
会
事
務
局

坂
本
泰
亮
（
Ｓ
51
回
）

０
９
０

－

７
１
５
０

－

１
０
２
２

行
付
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
を
開

催
し
ま
し
た
。

猪
の
倉
温
泉
（
三
重
県

津
市
）
に
現
地
集
合
し
、

到
着
し
た
者
か
ら
6
月
1

日
の
総
会
の
案
内
状
発
送

準
備
に
と
り
か
か
り
、
酒

も
温
泉
も
我
慢
し
、
黙
々

と
作
業
を
進
め
ま
し
た
。

長
旅
、
発
送
準
備
の
疲

れ
を
温
泉
で
癒
し
、
松
阪

牛
に
舌
鼓
を
打
ち
、
2
次

会
で
は
5
人
部
屋
に
10
人

集
ま
り
、
肩
を
寄
せ
合
い

な
が
ら
親
睦
を
深
め
ま
し

た
。29

日
の
ゴ
ル
フ
に
は
、

岐
阜
県
よ
り
市
村
彰
広
氏

（
Ｓ
38
回
）も
参
加
し
和
気

藹
々
と
プ
レ
ー
し
ま
し
た
。

両
日
共
に
、春
の
爽
や

か
な
晴
の
日
に
恵
ま
れ
、楽

し
い
旅
行
と
な
り
ま
し
た
。

関
西
支
部
事
務
局
長

中
尾
哲
教（
Ｓ
48
回
）記

九学同窓会関西支部
総会・懇親会
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電話 06-6491-0002
兵庫県尼崎市潮江1丁目
4番1号（JR尼崎駅直結）

斎
藤
秀
翼
氏

「
獣
電
戦
隊
キ
ョ
ウ
リ
ュ
ウ

ジ
ャ
ー
」
ブ
ラ
ッ
ク
役

九
州
学
院
出
身
の
斎
藤

秀
翼
氏
は
、
２
月
17
日
㈰

に
テ
レ
ビ
朝
日
系
で
ス
タ

ー
ト
し
た
、新
番
組「
獣
電

戦
隊
キ
ョ
ウ
リ
ュ
ウ
ジ
ャ
ー
」

（
朝
7
時
30
分
放
送
よ
り
）

の
キ
ョ
ウ
リ
ュ
ウ
ブ
ラ
ッ
ク

（
イ
ア
ン
・
ヨ
ー
ク
ラ
ン
ド
）

役
と
し
て
活
躍
し
て
い
ま
す
。

同
番
組
は
特
撮
ヒ
ー

ロ
ー
番
組
の
ス
ー
パ
ー
戦

隊
シ
リ
ー
ズ
で
、
恐
竜
を

モ
チ
ー
フ
に
地
球
の
危
機

に
立
ち
向
か
う
と
い
う
も

の
で
、
ち
び
っ
こ
の
間
で

大
人
気
と
な
っ
て
い
ま
す
。

宮
本
靖
子
選
手

競
泳
世
界
選
手
権（
今
夏
）

リ
レ
ー
メ
ン
バ
ー
代
表
に

４
月
11
日
㈭
、
競
泳
の

世
界
選
手
権
代
表
選
考
会

を
兼
ね
た
日
本
選
手
権
が
、

新
潟
県
長
岡
市
の
ダ
イ
エ

ー
プ
ロ
ビ
ス
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス

プ
ー
ル
で
行
わ
れ
、
宮
本

靖
子
選
手（
東
洋
大
１
年
）

が
、
女
子
２
０
０
メ
ー
ト

ル
自
由
形
で
４
位
に
入
賞

し
、
世
界
選
手
権
（
７
～

８
月
・
バ
ル
セ
ロ
ナ
）
の

リ
レ
ー
メ
ン
バ
ー
代
表
に

選
ば
れ
ま
し
た
。

宮
本
選
手
は
女
子
４
０

０
メ
ー
ト
ル
５
位
、
１
０
０

メ
ー
ト
ル
自
由
形
で
も
７

位
に
入
賞
し
ま
し
た
。

ま
た
、
九
州
学
院
Ｏ
Ｂ

池
端
宏
文
選
手
（
法
政
大

３
年
）
も
１
０
０
メ
ー
ト

ル
バ
タ
フ
ラ
イ
で
５
位
に

入
賞
し
ま
し
た
。

木
實
淳
治
氏

「
熊
本
城
マ
ラ
ソ
ン

（
歴
史
フ
ル
）」
５
位
入
賞

２
月
17
日
開
催
さ
れ
た
、

市
民
ラ
ン
ナ
ー
が
熊
本
城

下
町
並
を
駆
け
抜
け
る「
第

２
回
熊
本
城
マ
ラ
ソ
ン
」で
、

九
州
学
院
陸
上
部
Ｏ
Ｂ
の

木
實
淳
治
氏
（
こ
の
み
じ

ゅ
ん
じ
・
Ｓ
51
回
・
１
９
９

９
年
卒
）
が
、「
歴
史
め

ぐ
り
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
」
の

部
で
堂
々
の
５
位
に
入
賞

し
ま
し
た
。
記
録
は
ト
ッ

プ
か
ら
約
５
分
遅
れ
の
２

時
間
24
分
45
分
で
し
た
。

九
州
学
院
Ｏ
Ｂ
坂
本
恵

悟
氏
（
Ｓ
26
回
）
は
、
福

島
原
発
か
ら
20
キ
ロ
し
か

離
れ
て
い
な
い
乙
次
郎
地

区
に
住
み
、
震
災
以
来
２

年
以
上
も
犬
、
猫
、
山
羊
、

鶏
な
ど
様
々
な
た
く
さ
ん

の
動
物
た
ち
の
お
世
話
を

し
て
い
ま
す
。

坂
本
氏
は
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ

で
神
戸
の
い
の
ち
の
電
話

の
設
立
や
精
神
障
害
の
社

会
復
帰
施
設
な
ど
で
心
の

病
や
身
体
の
障
害
と
闘
う

方
々
の
た
め
に
働
き
、
そ

の
中
で
動
物
に
よ
る
セ
ラ

ピ
ー
を
通
し
て
ハ

ン
デ
ィ
ー
の
あ
る

方
々
を
支
え
る
活

動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
そ
の
動
物
た
ち

の
終
の
棲
家
と
し
て
10
数

年
ほ
ど
前
に
現
在
の
地
に

移
り
住
む
よ
う
に
な
っ

て
、
あ
の
大
地
震
が
起
こ

っ
た
の
で
す
。

「
動
物
た
ち
を
残
し
て

自
分
だ
け
こ
の
地
か
ら
逃

げ
る
こ
と
は
私
の
心
が
許

さ
な
い
。
そ
し
て
神
が
許

さ
な
い
。
熊
本
の
方
々
に

原
発
の
恐
ろ
し
さ
を
自
分

の
こ
と
と
し
て
知
っ
て
ほ

し
い
」と
、坂
本
氏
は
ミ
ッ

シ
ョ
ン
ス
ク
ー
ル
九
州
学

院
の
愛
の
ス
ピ
リ
ッ
ト
を

胸
に
現
在
も
動
物
の
救
済

活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

九
州
学
院
で
は
、
生
徒

会
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部
が

中
心
と
な
り
、
支
援
の
た

め
の
募
金
活
動
を
行
い
、

励
ま
し
の
色
紙
と
共
に
送

り
届
け
る
準
備
を
し
て
い

ま
す
。

（
敬
称
略
）

卒
業
回　

氏 

名 

逝
去
年
月
日

旧
8 

髙
毛
禮 

実

旧
11 

大
野 

義
徳

旧
15 

三
浦 

多
門 

平
24
・
5
・
23

旧
18 

浜
田 

皓

旧
19 

坂
田 

達
也 

平
12

旧
19 

中
村 

昌
治 

平
25
・
1

旧
20 

倉
岡 

巌 

平
24
・
4
・
29

旧
20 

渡
邊 

基
郎

旧
21 

杉
原 

春
尭

旧
21 

園
田 

茂 

平
25
・
4
・
4

旧
22 

則
元 

京 

平
24
・
5
・
3

旧
23 

宮
本 

建
夫

旧
24 

佐
藤 

敬
持

旧
24 

平
島 

壮
太
郎 

平
25
・
2
・
21

旧
27 

木
村 

行
雄 

平
24
・
10
・
17

旧
27 

酒
井 

慧 

平
24
・
2
・
26

旧
27 

鶴
田 

新
生 

平
24
・
4
・
22

旧
27 

吉
谷 

幸
夫 

平
24
・
10
・
26

旧
28 

緒
方 

晃 

平
24
・
2
・
18

旧
28 

矢
野 

成
敏 

平
23

旧
29 

井
手 

生 

平
24
・
8
・
27

旧
29 

藤
野 

信
雄 

平
21
・
12
・
9

旧
29 

帆
足 

大
勝

旧
29 

本
田 

凉

旧
30 

坂
田 

恒
也

旧
30 

下
津 

昭
雄 

平
24

旧
30 

武
本 

五
郎

旧
30 

羽
田 

昭
夫 

平
24
・
10
・
8

旧
30 

原
口 

圭
司

旧
31 

赤
星 

行
人 

平
24
・
7
・
30

旧
31 

一
村 

徳
昭

旧
31 

磨
井 

賛
二

旧
31 

栗
林 

範
嘉

旧
31 

田
中 

健
二 

平
24
・
10

旧
31 

柳
原 

圭
介 

平
24
・
8
・
4

旧
31 

脇
坂 

續
登 

平
24

旧
33 

志
岐 

佑
二
郎 

平
25
・
2
・
15

旧
34 

富
島 

智
重 

平
24
・
1
・
3

旧
34 

西
生 

了

高
1 

谷
口 

恭
教 

平
24
・
11
・
7

高
1 

中
島 

胖 

平
25
・
1
・
9

高
2 

稲
冨 

寛
治 

平
22
・
8
・
22

高
2 

古
財 

克
成 

平
24
・
5
・
13

高
2 

後
藤 

和
夫

高
2 

福
島 

信
義 

平
25
・
1
・
9

高
3 

片
山 

建
輔 

平
24
・
10

高
3 

白
石 

和
男 

平
25
・
1

高
4 

尾
坂 

俊
國 

平
24
・
5
・
30

高
4 

黒
田 

輝
美

高
4 

高
野 

昭
雄 

平
22
・
12
・
20

高
4 

益
田 

孝

高
5 

竹
田 

正
久 

平
24
・
3

高
6 

松
本 

鎬

高
7 

志
垣 

勝 

平
23
・
10
・
23

高
7 

庄
司 

慎
也 

平
24
・
8
・
17

高
7 

西
嶌 

啓
吉 

平
24
・
2
・
21

高
7 

松
本 

勇
虎 

平
24
・
4
・
10

高
8 

清
永 

睦
男 

平
24
・
2
・
2

高
8 

具
志
堅 

啓
介

高
8 

林
田 

義
則 

平
24
・
4
・
10

高
9 

鶴
野 

正
司
郎

高
9 

吉
武 

勝
支

高
10 

佐
藤 

義
弘

高
10 

森
田 

正
雄 

平
24
・
8
・
15

高
11 

原
田 

喬

高
11 

不
破 

尚
裕

高
11 

渡
辺 

啓
二

高
12 

窪
田 

匡
晃 

平
24
・
11
・
3

高
13 

稲
田 

勲

高
14 

雨
森 

安
彦 

平
24
・
10
・
24

高
14 

小
山 

幸
男 

平
24
・
9
・
22

高
14 

千
代 

哲
生 

平
24
・
9

高
15 

米
田 

亜
弘

高
16 

問
端 

光
彦 

平
25
・
1
・
15

高
17 

田
中 

広
美 

平
24
・
10
・
3

高
17 

橋
積 

義
之 

平
24
・
7
・
1

高
17 

松
本 

勲 

平
24
・
10
・
12

高
17 

学 

清
志 

平
24
・
10
・
10

高
20 

重
本 

静
司 

平
23
・

高
20 

寺
本 

裕
二 

平
24
・
6
・
7

高
21 

今
井 

直

高
21 

境 

真
佐
夫 

平
23

高
22 

坂
本 

和
生

高
23 

橋
本 

克
宏 

平
21
・
12
・
31

高
23 

光
田 

和
憲 

平
23
・
12

高
23 

笠 

英
治

高
24 

荒
木 

英
夫 

平
24
・
4
・
18

高
25 

緒
方 

恒
徳 

平
24
・
11
・
22

高
28 

島
子 

隆
幸 

平
24
・
10
・
6

高
28 

本
郷 

一
也 

平
25
・
4
・
23

中
1 

高
村 

秀
幸 

平
24
・
3

中
2 

柳
原 

哲
也 

平
25
・
1
・
11

中
3 

木
村 

邦
美 

平
24
・
10
・
6

中
3 

反
後 

景
允 

平
24
・
10
・
26

中
5 

田
村 

剛

中
6 

松
本 

清
蔵 

平
24
・
6
・
11

中
12 

村
上 

正
勝 

平
24

被
災
の
動
物
た
ち
を

お
世
話坂本

恵
悟
氏（
Ｓ
26
回
）

訃　

報

若
手
の
活
性
化
に
期
待

元
五
輪
の

吉
無
田
氏
が

母
校
訪
問

3
月
3
日
に

恒
例
の「
燦
々
会
」

田
上
豊
氏

演
出
の
創
作
劇
が
今
年

10
月
に
母
校
で
上
演

プ
ロ
の
劇
団
「
田
上
パ

ル
」
の
主
宰
者
で
劇
作
家
・

演
出
家
の
九
州
学
院
Ｏ
Ｂ

田
上
豊
氏
（
Ｓ
54
回
）
は
、

「
見
た
ら
元
気
の
出
る
芝

居
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
演
劇

創
作
を
行
い
、
２
０
０
６

年
の
同
劇
団
旗
揚
げ
以
来

各
地
で
活
動
を
続
け
て
い

ま
す
。

田
上
氏
は
桜
美
林
大
学

総
合
文
化
学
科
で
平
田
オ

リ
ザ
氏
に
師
事
し
、
代
表

作
「
報
わ
れ
ま
せ
ん
、
勝

つ
ま
で
は
」
を
作
成
し
ま

し
た
。
こ
の
作
品
は
自
身

が
所
属
し
て
い
た
九
州
学

院
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
が
舞

台
と
な
っ
て
お
り
、今
年
10

月
に
、念
願
の
母
校
で
の
上

演
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

福  島


